
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立高砂小学校 ）     学校番号 ００１                           【様式】 

目 指 す 学 校 像 『共働共励、共に育つ』の精神を基に、自分の家族を通わせたい学校を作る        

          

重 点 目 標 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現 
２ 心と体の成長に向けた安心安全な学校づくり 
３ 地域との連携・協働の充実 
４ 教職員組織の充実 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年２月２１日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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<現状> 

○全国学力・学習状況調査の結果から、国語、算

数ともに、全国や県の平均正答率を上回ってお

り、児童の学力の定着が図られている。 

○市学習状況調査の結果から、「学級の友達との

話し合う活動では、内容を理解して、相手の考

えを最後まで聞き、自分の考えをしっかり伝え

ていますか。」の質問において、肯定的な回答

をした児童の平均が、９１.４％であり、主体

的・対話的で深い学びに向けた授業が実施され

ていることが分かる。 

<課題> 

○市学習状況調査の質問紙調査の結果から、自ら

課題を設定し、協働的な学びを通して解決を図

ろうとする児童の割合が低い傾向にある。ま

た、全国学力・学習状況調査の質問紙調査の結

果から「○○の勉強は好き」と学びへの意欲を

示す解答の割合が減少傾向にある。 

・学びの個別最

適化、探求化

に向けタブレ

ット端末を活

用した授業改

善 

 

 

 

①国語、算数において、スタディサプリ

等の ICT を活用した学習への取組状

況を担任が確認し、児童が課題意識

をもって学習できるよう指導を行

う。 

②全国学力・学習状況調査において、児

童が自己採点を行い、結果をタブレ

ットに入力することで、児童自身が

学習状況を把握できる指導を行う。 

①国語、算数において、毎学期、担任が、

児童一人ひとりの ICT を活用した学習

の取組状況を確認するとともに、課題

に対する学習の達成度について指導助

言ができたか。 

②児童が自己採点の結果を踏まえ、自らの

学習の達成状況を把握し、改めて目標

を立てて、目標の達成のための取組を

計画して実行することができたか。 

①教職員の自己評価において ICT を活用し

た個別最適な学びを実践したと回答した

教職員が８０％を超えるなど、児童一人

ひとりの学習の取組状況を確認すること

ができた。 

②全国学力・学習状況調査の結果から児童

が、自らの学習の達成状況を把握し、改

めて目標を立てて、目標の達成のための

取組を計画して実行することができた。 

Ｂ 

授業におけるタブレット端末の効果的

な活用を推進する。具体的には、各教

科等における個別最適な学びや協働的

な学びを一体ととらえ、ドリルパーク

やスタディサプリなどをさらに活用す

る。また、教育委員会と連携して、学

習状況調査の結果を確実に分析すると

ともに、課題解決に向け、年間を通じ

て授業改善を図る。 

 

・タブレットの効果的な活用を 

推進することはよい。特に、 

キーボード操作の技能を向上 

させるような取組は、今後社 

会に出ても有効となる。 

・タブレット等のICTの活用も重 

要であるが、子ども同士の対 

話も重要である。対話的な学 

びを継続して指導することも 

忘れてはならない。 

 

・第１５次研究

「学びをいか

す子ども」を

はぐくむ教育

課程の工夫改

善に向けた研

究の実施 

①各教科等の授業において、一人ひとり

の児童が学びの楽しさに触れ、集団等

において進んで学びをいかす資質・能

力をはぐくむ指導を行う。 

②８パートの教科教育の研究を実施する

とともに、STEAMS TIME と関連させて

教科横断型の探求的な授業を実施する

など、児童の学びに対する意欲を高め

る指導を行う。 

①学校自己評価において「児童が主体的に

課題を設定し協働的に学び合い、学んだ

ことをいかす指導」を実施した割合が８

０％以上となったか。 

②８パートの研究成果を公開し発表すると

ともに、学校自己評価に係る児童の評価

において「友達と協力して進んで課題の

解決に向けた学習ができた」と回答する

割合が８０％以上となったか。 

①教職員の自己評価において、「授業で

は、課題の解決に向けて、自分で考え取

り組めるような指導を行っている」と回

答した教職員の割合が９３％となった。 

②１月末に公開研究協議会を開催し研究の

取組を発表することができた。また、学

校自己評価に係る児童の評価において

「友達と話し合う活動を通して自分の考

えを深めることができた」などと回答し

た割合が９０％以上となった。 

Ａ 

学校課題研究において、第１５次研究

を始めた今年度の成果と課題を各パー

トにおいて、確実に分析した結果を踏

まえ、指導方法の工夫改善を図る。 

次年度は、高学年の STEAMS TIME を中

心に地域と連携した学習計画を作成す

るなど、児童に身に付けさせたい資質

能力を明確にして指導を行うようにす

る。 
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<現状> 

○全国学力・学習状況調査において「学校に行く

のは楽しい」の質問において、肯定的な回答を

した児童の平均が、８８.５％であり、全国や県

の平均を上回っている。 

○昨年度、救急車を要請する児童の事故等が５件

あった。また、打撲等のケガをした児童数が、

のべ２８７４人であった。 

<課題> 

○児童一人ひとりの心身の状況を的確に把握し、

教職員が連携協働しながら、組織的に支援・相

談できる体制づくりを継続する必要がある。 

○児童が自ら危険を予測し回避したりするなど、

安全な学校生活を送ることができる資質・能力

をはぐくむ必要がある。 

・児童一人ひと

りに寄り添っ

た支援や教育

相談体制の充

実 

  

 

 

①いじめを早期発見・早期解決するた

め、定期的なアンケートや面談等を

確実に実施し、児童一人ひとりの状

況を継続的に把握し支援する。 

②教育支援・相談に係る校内委員会では 

コンピュータ等に蓄積した児童の情報 

を共有し、適切なタイミングで組織的 

な支援・相談を実施する。 

①学校自己評価に係る児童の評価「いじめ

を発見した時は先生等の大人に話してい

る（話そうと思う）」において、９０％

以上の肯定的な割合となったか。 

②学校自己評価に係る保護者の評価「学校

は、いじめを見逃さず人権を意識した指

導を行っている」において、９０％以上

の肯定的な割合となったか。 

①学校自己評価に係る児童の評価「いじめ

を発見した時は先生等の大人に話してい

る（話そうと思う）」において、肯定的

な割合が８８％であった。 

②学校自己評価に係る保護者の評価「学校

は、いじめを見逃さず人権を意識した指

導を行っている」において、肯定的な割

合が９８％となった。 

 

 

Ｂ 

いじめを早期発見・早期解決するた

め、定期的なアンケートや面談等を確

実に実施する。また、児童一人ひとり

の状況を継続的に把握し支援するた

め、定期的な情報共有等、保護者、行

政との連携をさら強化する。また、道

徳教育を軸とした、児童に対するいじ

め防止の指導を徹底する。  

・いじめを見付ける工夫が重要 

である。特に、教職員の目で 

子ども同士の関係をしっかり 

見届ける必要がある。 

・いじめの対応には、教職員と 

子どもとの信頼関係をつくる 

努力をする必要がある。また、 

いじめは組織で対応する。 

・ケガを防ぐ取組を充実するこ 

とは大切であるが、子どもの 

活動を制限するなど消極的に 

ならないようにする必要がある。 

・主体的に安全

な学校生活を

送ることがで

きる児童の育

成 に 向 け た 

取組の実施 

 

①保健部の教職員を中心に、校内におけ

るケガの発生場所、原因等を分析

し、児童と結果を共有するなどして

指導に生かす。 

②健康委員会の活動において、児童が安

全に行動し校内の事故やケガを減ら

す取組を実践できるよう指導する。 

①学校自己評価に係る児童の評価におい

て、「安全に気を付けて行動できるよう

になった」と回答する児童の割合が９

０％以上となったか。 

②昨年度と比較して、打撲等のケガで保健

室に来室した児童数が減少したか。 

①学校自己評価に係る児童の評価におい

て、「安全に気を付けて行動できるよう

になった」と回答する児童の割合が９

７％となった。 

②昨年度と比較して、打撲等のケガで保健

室に来室した児童数が、前年度と比べて

１０％減少した。 

 

 

Ａ 

児童に対し、主体的に安全な学校生活

を送ることができるような指導を今年

度以上に強化し、発達段階に応じて各

学級担任が中心となって実施する。次

年度は、ケガ防止の実践力を高めるた

め、健康委員会児童の活動等を含め、

学校安全に係る取組を一層重視する。 
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<現状> 

○昨年度、学校運営協議会準備委員会にて、校訓

「明るく、仲よく、進んで」を踏まえ、「自信

をもち、健康でさわやかな子ども」など、目指

す児童像を設定し、地域ぐるみで児童をはぐく

んでいくことを共有した。 

<課題> 

○本年度から実施する学校運営協議会にて、育て

たい力について、さらに熟議を重ねて、その実

現に向けて方策を定め、継続的な取組を検討し

実施する必要がある。 

・目指す児童像

を地域・保護

者と共有する

ための教育活

動の公開及び

情報発信 

 

①学校運営協議会や学級懇談会等におい

て周知し、目指す児童像を積極的に地

域や保護者と共有できるようにする。 

②学校だよりや学校 Web ページ等を利用

し、学校運営協議会の取組等を、地

域、保護者に広く情報発信する。 

①学校自己評価において「目指す児童像を

地域、保護者と共有することができた」

と回答する割合が８０％以上となった

か。 

②学校 Webページにコミュニティ・スクー

ルのページを新設し、年間３回以上更新

する。 

①学校自己評価において「目指す児童像を

地域、保護者と共有する」ために積極的

に情報を公開していると回答した割合が

９８％となった。 

②学校 Web ページにコミュニティ・スクー

ルのページを新設し、年間３回以上更新

することができた。 

Ａ 

地域、保護者と目指す児童像を共有す

るため年間３回学校公開を実施した

り、学校 Web ページを活用し積極的に

情報を発信したりする。また、学級懇

談会では、担任から児童の様子を詳細

に伝え、年間を通して繰り返し目指す

児童像の共有を図る。 
 

・学校 Webページが更新され見 

やすく工夫されてよい。 

・全国のコミュニティ・スクー 

ルの取組等の情報を収集し、 

今後高砂小学校でできること 

を検討するとよい。 

 
 

・高砂小コミュ

ニティ・スク

ール推進プラ

ン（仮称）の

策定と実施 

①学校運営協議会の熟議の内容や各種調

査結果を分析した客観的データを活用

しながら、コミュニティ・スクールを

推進するプランを策定する。 

②策定したプランに基づき、具体的な方

策を定め、学校、地域、保護者と協力

した取組を始める。 

①学校自己評価において「プランの実施に

より、目指す児童がはぐくまれている」

などの肯定的な回答の割合が向上した

か。 

②学校自己評価において「学校、地域、保

護者が連携した取組が行われた」と回答

する割合が８０％以上となったか。 

①今年度は、高砂小コミュニティ・スクー 

ル推進プラン（仮称）の在り方を学校運 

営協議会において共有し、プランの土台 

づくりを行うことができた。 

②今年度、学校、地域、保護者で連携した 

取組が行われていると回答した保護者、 

教職員の割合が９０％となった。 

Ｂ 

次年度は、学校運営協議会において、 

学校、地域、保護者が連携した高砂小 

コミュニティスクール推進プラン（仮称 

）の内容などの検討を行う。また、プラ 

ンの施行段階として、学校、地域、保 

護者が連携した具体的な取組を段階的に 

実施する。 
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<現状> 

○ＩＣＴを活用した学びの改革を推進するため、

タブレットの活用方法について、エバンジェリ

ストが中心となり、ＯＪＴを重ねている。 

○第５０回公開研究協議会に向け、教職員が協働

し、各教科等の８パートの研究に計画的に取り

組むため、日々教材研究等に邁進している。 

<課題> 

○経験の浅い教職員や学習指導等に不安をもつ教 

 職員への支援を継続して実施する必要がある。 

○パートの研修、学習指導の準備、生徒指導等の

対応などの業務を効率的に行うことが課題とな

っている。 

 

・意欲に満ちた

教職員集団を

醸成する校内

研修の実施 

 

 

 

①ＩＣＴを活用した学びの改革を推進す

るための実践研究を、各パートにおい

て行うとともに、一人１回、ＩＣＴを

効果的に活用した授業を実施する。 

②管理職が経験の浅い教職員一人ひとり

の学習指導等の実施状況を、毎月把握

し、具体的な指導助言を行う。 

①各パートの教科等において、年間を通じ

て、一人１回以上、ＩＣＴを効果的に活

用した授業を実施することができたか。 

②経験年数５年未満の教職員が、学習指導 

等において、自らの課題を把握し、目標 

を立て、課題解決のための方策を講じた 

指導を実践できるようになったか。 

①各パートの教科等において、年間を通じ

て、一人１回以上、ＩＣＴを効果的に活

用した授業を実施することができた。 

②経験年数５年未満の教職員が、学習指導 

等において、自らの課題を把握し、目標 

を立て、課題解決のための方策を講じた 

指導を実践できるようになった。 
Ａ 

次年度は、児童一人ひとりに整備され 

たタブレットや各教室に配備されたプ 

ロジェクターを効果的に活用した指導 

方法の工夫改善を８パートにおいて実 

践する。若手教員の育成については、 

管理職とともに、学習指導等における 

目標を設定し、毎学期、目標の達成状 

況を振り返るなどして指導力の向上を 

図る。業務改善については、教職員一 

人ひとりの意識の改革を行い、具体的 

な改善案を毎学期１回以上教職員で共 

有する場面を設定するとともに、今年 

度以上に心の余裕の生まれる職場づく 

りを推進する。 

 

・公開研究協議会等の子どもた 

ちの様子から、授業等でタブ 

レット等のＩＣＴを効果的に 

活用することが有効であるこ 

とが分かった。 

・教職員としての充実感を得ら 

れるようになって欲しい。 

・特定の教職員に過度の負担が 

かかっていないか心配であ 

る。 

・高砂小の教職員の雰囲気がよ 

くなっていると感じる。 

・教職員一人ひ 

とりに応じた 

働き方改革の 

実施 

 

 

 

①会議資料等のペーパーレス化を図るな

ど、教職員一人ひとりが業務改善の目

標を定め実践し、授業準備や生徒指導

等に取り組む時間を確保する。 

②学年会等が短時間で効率的に実施でき

るよう、管理職が年間の学年会打合せ

モデルを作成し教職員に提示する。 

①教職員一人ひとりが設定した業務改善の 

取組を実践することができた割合が８ 

０％以上となったか。 

②ストレスチェック集団分析結果の仕事量 

 負担やコントロールの数値の健康リスク 

を、昨年度の１０８から１００以下まで 

減少させることができたか。 

①教職員一人ひとりが設定した業務改善の 

取組を実践することができた割合が９５ 

％以上となった。 

②ストレスチェック集団分析結果の仕事量 

 負担やコントロールの数値の健康リスク 

を、昨年度の１０８から１００以下まで 

減少させることができた。 



 


